
窓 口
業務時間

本
庁
・
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

    

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

K'BIX 

元
気
21
ま
え
ば
し
証
明
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー    

10
時
〜
19
時

く
ら
し
の
情
報
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お
知
ら
せ

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
年
齢
を
変
更

　
成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
に
伴
い
、
旅
券

法
が
一
部
改
正
。
18
歳
か
ら
有
効
期
限
10

年
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
申
請
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

問
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１
２
４

奨
学
金
で
学
生
を
応
援
し
ま
す

　
学
び
た
い
学
生
を
支
援
す
る
た
め
に
奨

学
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
貸
与
月
額
は
、

国
・
公
立
の
学
校
に
進
学
し
た
場
合
は
１ 

万
２
，
０
０
０
円
、
私
立
の
学
校
に
進
学

し
た
場
合
は
１
万
８
，
０
０
０
円
で
す
。

対
市
内
在
住
で
次
の
全
て
を
満
た
す
高
校

か
高
専
・
専
修
学
校
の
高
等
課
程
に
在
学

の
人
、
１
人
（
選
考
）。
❶
経
済
的
な
理
由

で
就
学
が
困
難
❷
他
の
奨
学
金
の
貸
与
・

給
与
を
受
け
て
い
な
い
❸
学
業
優
秀
な
ど

貸
与
期
間
＝
４
月
か
ら
卒
業
ま
で
（
最
短

修
業
年
）

返
還
期
間
・
方
法
＝
卒
業
後
６
カ
月
か
ら

10
年
間
、
年
４
期
。
無
利
子
、
一
括
・
繰

り
上
げ
返
還
も
可
。
大
学
・
短
大
な
ど
上

級
学
校
へ
進
学
し
た
場
合
は
、
在
学
期
間

の
返
還
延
期
が
で
き
ま
す

申
４
月
15
日
㈮
ま
で
に
在
学
す
る
各
高
校

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
図
書
館
へ

　
４
月
か
ら
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
利

用
受
け
付
け
は
総
合
教
育
プ
ラ
ザ
か
ら
市

立
図
書
館
に
変
わ
り
ま
し
た
。

問
市
立
図
書
館

☎
０
２
７
‐
２
２
４
‐
４
３
１
１

緊
急
時
の
手
話
通
訳
者
名
簿
配
布

　
聴
覚
障
害
者
の
急
病
や
事
故
な
ど
の
時

に
現
場
に
赴
き
、
意
思
疎
通
を
支
援
す
る

緊
急
時
手
話
通
訳
者
の
名
簿
を
配
布
。
昨

年
度
交
付
を
受
け
た
人
は
交
換
す
る
た
め
、

必
ず
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

時
５
月
31
日
㈫
ま
で

配
布
場
所
＝
市
保
健
所
内
障
害
福
祉
課
、

総
合
福
祉
会
館
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

対
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
す
る
聴
覚
障

害
者
で
手
話
通
訳
者
を
必
要
と
す
る
人

持
身
体
障
害
者
手
帳

問
同
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
１
１
（
フ
ァ

ク
ス
０
２
７
‐
２
２
３
‐
８
８
５
６
）

身
体
障
害
者
補
助
犬
に
理
解
を

　
補
助
犬
と
は
、
目
や
耳
、
手
足
に
障
害

が
あ
る
人
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
盲
導

犬
や
聴
導
犬
、
介
助
犬
の
こ
と
。
特
別
な

訓
練
を
受
け
て
い
て
、
い
つ
も
清
潔
に
管

理
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
体
障
害
者
補
助
犬

法
に
よ
り
、
不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
は
補
助
犬
の
受
け

入
れ
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
表
示

を
付
け
て
い
る
補
助
犬
は
仕
事
中
で
す
。

犬
に
話
し
掛
け
た
り
触
っ
た
り
せ
ず
、
温

か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
補
助
犬
を
連

れ
た
人
が
困
っ
て
い
た
ら
、
優
し
く
声
を

掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
障
害
福
祉
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
１
１
（
フ
ァ

ク
ス
０
２
７
‐
２
２
３
‐
８
８
５
６
）

難
聴
児
の
補
聴
器
購
入
費
に
補
助

　

両
耳
の
聴
力
が
30
デ
シ
ベ
ル
以
上
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
該
当
に
な
ら
な
い

18
歳
未
満
の
難
聴
児
の
補
聴
器
購
入
費

に
対
し
て
、
３
分
の
２
を
補
助
。
補
助
限

度
額
や
所
得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
精
密
聴
力
検
査
機
関
の
医
師
に
所
定

の
書
類
へ
記
入
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
必
ず
購
入
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
障
害
福
祉
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
１
１
（
フ
ァ
ク

ス
０
２
７
‐
２
２
３
‐
８
８
５
６
）

補
助
や
支
援
を
ま
と
め
た
冊
子
発
行

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
前
橋
」
を
発
行
。
産
業

や
農
業
、住
ま
い
、ま
ち
な
か
開
発
、移
住
・

定
住
に
対
す
る
本
市
の
補
助
・
支
援
制
度

を
ま
と
め
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
観
光
政
策
課

☎
０
２
７
‐
２
５
７
‐
０
６
７
５

堆
肥
な
ど
は
適
正
に
管
理
し
て

　

堆
肥
な
ど
を
管
理
・
使
用
す
る
時
は
、

臭
い
や
河
川
流
入
な
ど
で
周
辺
に
迷
惑
を

掛
け
な
い
よ
う
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。　

●
堆
肥
な
ど
を
管
理
す
る
と
き

　
❶
で
き
る
だ
け
堆
肥
舎
に
収
容
❷
畑
な

ど
に
置
く
場
合
は
防
水
シ
ー
ト
を
下
に
敷

き
、
上
に
も
掛
け
て
風
で
飛
ば
な
い
よ
う

固
定
❸
住
居
か
ら
離
し
て
置
く
❹
必
要
以

上
の
在
庫
を
持
た
な
い
。

●
堆
肥
を
ま
く
と
き

　
❶
強
風
日
を
避
け
て
ま
き
、
す
ぐ
に
耕

う
ん
す
る
❷
住
居
周
辺
で
は
風
向
き
を
考

え
、
食
事
時
を
避
け
て
家
屋
や
塀
な
ど
を

汚
さ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
❸
完
熟
し
た
堆

肥
を
使
用
す
る
。

問
農
政
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
７
０
５

な
ど
へ　

問
学
校
教
育
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
１
２

環
境
保
全
活
動
を
支
援
し
ま
す

　
市
内
の
団
体
や
自
治
会
が
市
民
を
対
象

に
実
施
す
る
、
地
域
で
の
自
然
学
習
会
や

環
境
保
全
活
動
な
ど
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。
交
付
は
１
団
体
１
事
業
ま
で
。
事

業
実
施
の
２
週
間
前
ま
で
に
申
請

が
必
要
で
す
。
予
算
額
に
達
し
次

第
終
了
し
ま
す
。

補
助
金
額
＝
経
費
の
３
分
の
２
（
上
限
10 

万
円
）

書
類
の
配
布
＝
市
役
所
環
境
森
林
課
で
。

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す

申
４
月
15
日
㈮
～
来
年
２
月
28
日
㈫
に

申
込
書
に
記
入
し
、
同
課
（
☎
０
２
７
‐

８
９
８
‐
６
２
９
２
）
へ
直
接

新
エ
ネ
・
省
エ
ネ
機
器
に
助
成

　
新
エ
ネ
・
省
エ
ネ
機
器
の
設
置
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
必
ず
着
工
前
に
助

成
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
期

間
の
前
後
期
そ
れ
ぞ
れ
予
算
額
に

達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

対
４
月
１
日
以
降
、
自
ら
居
住
す
る
住

宅
に
次
の
機
器
を
設
置
し
た
人
。
❶
燃
料

電
池
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
）
❷
定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

蓄
電
池
❸
Ｖ
２
Ｈ
（
電
気
自
動
車
充
給
電

設
備
）（
❷
❸
は
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置

が
必
須
）

助
成
金
額
＝
❶
は
３
万
円
❷
は
蓄
電
容
量

１
㌔
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
当
た
り
１
万
円
（
上

限
５
万
円
）
❸
は
５
万
円

申
〈
前
期
〉
５
月
９
日
㈪
～
９
月
30
日
㈮

〈
後
期
〉
10
月
３
日
㈪
～
来
年
１
月
31
日

㈫
に
郵
送
で
。
市
役
所
環
境
森
林
課
（
☎

０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
９
２
）
へ

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
し
込
み
支
援

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
へ
の
申
し
込

み
支
援
を
実
施
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
申
し
込

む
と
選
ん
だ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー

ビ
ス
の
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
も
の
で

す
。
対
象
は
、
第
１
弾
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
を
申
し
込
ん
で
い
な
い
人
で
、
チ
ャ
ー

ジ
や
買
い
物
を
す
る
と
利
用
金
額
の

25
％
分
、
最
大
５
，
０
０
０
円
相
当
の
ポ

イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
健
康

保
険
証
の
利
用
登
録
や
公
金
受
取
口
座
の

登
録
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
申
し
込
み
は
６
月

頃
の
開
始
を
予
定
。
決
定
次
第
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
支
援
日
程
な
ど
の
最
新
の
情

報
は
本
市
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
特
設

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

場
・
時
〈
市
役
所
１
階
特
設
窓
口
〉平
日
、

９
時
～
17
時
〈
大
胡
・
富
士
見
・
宮
城
・

粕
川
支
所
〉
隔
週
の
平
日
、
９
時
～
17
時

〈
け
や
き
ウ
ォ
ー
ク
前
橋
（
文
京
町
二
丁

目
）〉
土
日
曜
・
祝
日
、
10
時
～
18
時

持
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン
バ 

ー
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
４
桁
、
使
用
す
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
登
録

情
報
な
ど

問
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
関
す
る
こ
と
は
未

来
政
策
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９
９
４

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
・
交
付
に

関
す
る
こ
と
は
市
民
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１
０
１

環
境
影
響
評
価
書
の
縦
覧

　
県
が
作
成
し
た
、
本
市
が
造
成
予
定
の

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
産
業
団
地
造
成
事
業

の
環
境
影
響
評
価
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

造
成
区
域
・
規
模
＝
池
端
町
の
一
部
・
約

20
・
９
㌶

時
４
月
25
日
㈪
ま
で
（
土
日
曜
を
除
く
）

場
県
環
境
政
策
課
・
都
市
計
画
課
・
中
部

環
境
事
務
所
、
前
橋
土
木
事
務
所
、
市
産

業
政
策
課
・
都
市
計
画
課

問
県
都
市
計
画
課

☎
０
２
７
‐
２
２
６
‐
３
６
５
４

市
産
業
政
策
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９
８
４

ようこそ
市長室へ

HP

市長コラム
Mayor's  Column

　コロナの感染状況が高止まりしながらも重症化率が
下がりつつあります。せめて入学式は可能な範囲でにぎ
やかにできればいいなと願い、桜のつぼみを見上げます。
　一方、ウクライナでは戦争が起き、 子どもたちの命が
奪われ、高齢者はふるさとを失っています。首都キエフ
に残るお母さんを案じる女性が市役所を訪ねてください
ました。「まだ電話はつながるので、毎日母の声を聞い
ています」とのこと。こんな不安と悲しみの前で、私に
できることはないかと悩みます。そして優しさが広がる
ように祈ります。

凍土の 大陸の果て 父母生きる
あかぎ桜花の 香り届かむ


